
事
務
所
前
の
壁
に
貼
っ
て
い
た

「
高
齢
者
背
別
の
医
療
制
度
は
た

だ
ち
に
廃
止
を
」
の
ポ
ス
タ
ー
に

「
だ
れ
で
も
い
え
る
バ
カ
・
・
」

な
ど
と
黒
の
細
い
マ
ジ
ッ
ク
で

（
下
写
真
）
、
そ
の
他
に
も
も
う

一
枚
の
政
党
ポ
ス
タ
ー
、
事
務
所

看
板
に
も
落
書
き
が
あ
り
ま
し
た
。

政
党
ポ
ス
タ
ー
な
ど
へ
の
落
書

き
行
為
は
、
少
な
く
と
も
刑
法
の

「
器
物
損
壊
罪
」
に
あ
た
り
、
仮

に
選
挙
期
間
で
あ
れ
ば
選
挙
法
違

反
に
も
な
る
行
為
で
す
。
言
論
・

表
現
、
政
治
活
動
の
自
由
は
最
大

限
尊
重
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
憲
法

の
精
神
と
も
相
容
れ
ま
せ
ん
。

た
と
え
立
場
や
主
張
が
異
な
っ

て
も
、
行
為
の
大
小
に
関
わ
ら
ず

実
力
行
使
で
は
な
く
、
言
論
に
よ
っ

て
主
張
を
た
た
か
わ
せ
る
こ
と
が

民
主
主
義
だ
と
思
い
ま
す
。
見
え

な
い
と
こ
ろ
で
、
一
方
的
に
誹
謗

や
中
傷
に
終

始
す
る
や
り

方
は
卑

怯
で

す
。

落
書
き
は
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
廃
止
に
つ
い
て
「
誰
で
も
言

え
る
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
逆
に
、
こ
の
制
度
を
廃
止
せ

ず
続
け
て
い
く
こ
と
が
正
し
い
の

で
し
ょ
う
か
。
日
本
共
産
党
は
以

下
の
理
由
で
こ
の
制
度
は
「
廃
止

し
か
な
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
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安藤たい作
ニュース

★生活相談・当ニュースに対するご意見は５７４２－６８１８（区議団控室）またはantai@jcp-shinagawa.comまで
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民主主義とは相容れない不当な行為に
断固抗議します

安藤たい作ニュース は、「品川区議会における政務調査費の交付に関する規定」で定める使途基準「広報・活動費」に基づき、政務調査費によって発行されています。ご意見・ご感想をお寄せください。

決して許されない無差別殺人が止

まりません。対処療法でなく、事

件を生み出す背景にある社会全体

のあり方も総点検すべき時です。

区政報告

６
月
７
日
（
土
）
、
西
品
川
３
丁
目
の
安
藤
た
い
作
事
務
所
の
事
務
所
看
板
と
、

ポ
ス
タ
ー
２
枚
へ
の
落
書
き
行
為
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
正
当
な
政
治
活
動
に

言
論
で
は
な
く
実
力
行
使
で
弾
圧
す
る
よ
う
な
や
り
方
は
許
せ
ま
せ
ん
。

'74年宮城県仙台市生まれ。国立宮城教育大卒。'98年漫画家を志し上京。'02年青年誌奨励賞受賞。'06年の区議補選で初当選。安藤たい作プロフィール

事務所の看板、ポスターに落書き

民
主
主
義
に
も
と
る

漫画：安藤たい作

①
医
療
費
削
減
の
た
め
に
75
歳
以
上

の
高
齢
者
を
年
齢
で
差
別
す
る

②
２
年
毎
に
保
険
料
が
天
井
知
ら
ず

に
上
が
る
仕
組
み
。
存
続
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
国
民
を
苦
し
め
る

③
国
や
企
業
の
社
会
保
障
費
負
担
を

軽
く
す
る
た
め
、
全
て
の
世
代
に
負

担
増
と
医
療
切
捨
て
を
押
し
付
け
る



お知らせ

日本共産党区議会議員
JapaneseCommunistParty

安藤たい作
ニュース 裏面

無料なんでも法律相談

６月１７日（火）
夜６：３０～８：３０
安藤たい作西品川事務所

(品川区西品川３－16－３

TEL：03-3491-3230）

大崎駅より徒歩８分・百反坂沿い

①弁護士さんと一緒に相談会を行います。生活のこと法

律のこと、お気軽にご相談ください。

②事前に電話を入れた上、ご参加いただけると確実です。

（事前予約は平日日中は区議控室へ:５７４２－６８１８）

（土日は安藤事務所へ:３４９１－３２３０）

６月の

どうしたら政治を変えられるか、ご一緒に考えましょう!!

日本共産党演説会
７月１８日（金）午後６時半
きゅりあん８階・大ホール

おはなし：小池晃（参議院議員・TVでおなじみの国会ドクター）

沢田英次前区議・鈴木ひろ子区議会議員

退職などで昨年０７年の所得が大幅に減り、
「税源移譲」により不利益を受けた皆さんへ！

住民税が減額できます（申告制）

昨年０７年に、住民税と所得税の負担率を組み替えるいわ

ゆる「税源移譲」が行われました。多くの場合、所得税が下が

り、住民税が上がり、あわせた税負担は基本的に変わらない、

ということでした。しかし住民税は前年の１月～１２月の所得に

かけられ、所得税はその年の所得に対してかけられるため、

定年退職や失業・病気などで２００７年１月～１２月の所得が大

幅に減った方にとっては不利益になる場合があります。

そこで、昨年０７年の所得額が確定するこの時期に、申告を

受け付けて住民税の減額という形で還付する制度がつくられ

ています。対象と思われる方については、６月末に減額申告

書が送付されます。申告期間が決まっていますので、対象に

あたる方は忘れずに申告するようにしましょう。

【申告期間】７月１日（火）～３１日（木）
詳しいお問い合わせは税務課（Tel５７４２－６６６３～６）まで


